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2007年および2014年御嶽山噴火前後に発生した山頂付近の地震活動

Seismic activity beneath Mt. Ontake volcano before and after the 2007

and 2014 eruptions

 
*山中 佳子1、堀川 信一郎1、前田 裕太1

*Yoshiko Yamanaka1, Shinichiro Horikawa1, Yuta Maeda1

 
1. 名古屋大学大学院環境学研究科

1. Graduate School of Encironmental Studies, University of NAGOYA

 
　2017年10月より，名古屋大学では，株式会社計測技研と共同開発した小型・低消費電力の地震観測テレ

メータ装置（堀川他，2017火山学会）の試験運用として御嶽山山頂に10点地震観測点を設置し，リアルタイ

ム観測を行っている．これらのデータに御嶽山から概ね10km以内にある名大の定常観測点8点，気象庁の9点

を加えて2017年11月～2018年6月の山頂直下の地震活動を求めた．その結果．地震は剣ヶ峰の南西から西の

領域（地獄谷西側）で2014年噴火の火口列周辺に集中しており，深さは用いる構造にもよるが深さ0kmか

ら-1.5kmではほぼ直線上に分布し，-1.5km付近で北東ー南西方向に広がることがわかった．（山中

他，2018年JpGU） 

　今回この時に求められた観測点補正値を用いて，山頂観測点がない時期に発生した地震活動について震源分

布を求めた．2014年の噴火前は，深さ1.0km付近から-0.6km付近まで直線的に地震が起こっており，これら

は2017-2018年の活動で見られる直線上の活動の延長線上にある．噴火後，地震活動は深さ-0.6km付近から

南北２方向に別れ，深さ-1.2km付近で一気に広がるように見える．この南北方向に広がった活動は徐々に浅く

南西方向に広がりつつ現在の地震活動域に至っている． 

　2007年の噴火前の2月までの地震活動については．観測点が少なく地震規模も小さめであるため震源位置を

決めることができた地震数は少ないが，地震は深さ3kmから2014年の活動に比べると全体的に深く，深さ0

km以浅の地震はほとんどない．また深さ3kmから0km付近で発生した地震は直線上に分布しており，2014年

噴火前の直線上の地震活動とほぼ同じ，またはその深部延長上で起こっていたことがわかった．このことから

2007年と2014年の噴火時，ほぼ同じ通路を通って熱源となったなんらかの流体が上昇してきたと考えられ

る．
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